
○写

柏 市 監 査 委 員 告 示第 ７ 号

地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 ２ ４ ２ 条 第 ４ 項 の 規 定

に 基 づ き 柏 市 職 員 措 置 請 求 に 係 る 監 査 を 行 っ た の で ， そ の 結 果 を 別

紙 の と お り 公 表 し ま す 。

平 成 ３ ０年 ８ 月 １ ０ 日

柏 市 監 査 委 員 下 隆 明

柏 市 監 査 委 員 髙 田 幸 男

柏 市 監 査 委 員 古 川 隆 史 ＿ ＿

柏 市 監 査 委 員 田 中 晋 ＿
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１ 請 求 の 受 理

本 件 請 求 は 平 成 ３ ０ 年 ６ 月 １ ３ 日 付 け で 収 受 し ， 同 年 ６ 月 ２ ０

日 付 け で 補 正 さ れ た 。

所 要 の 法 定 要 件 を 具 備 し て い る も の と 認 め ， 同 年 ６ 月 ２ ８ 日 に

こ れ を 受 理 し た 。

２ 監 査 の 実 施

(1) 監 査 を 実 施 し た 監 査 委 員 名

下 隆 明

髙 田 幸 男

古 川 隆 史

田 中 晋

(2) 請 求 人 の 陳 述

地 方 自 治 法 第 ２ ４ ２ 条 第 ６ 項 の 規 定 に 基 づ き ， 請 求 人 に 対 し

陳 述 の 機 会 を 付 与 し た と こ ろ ， 請 求 人 か ら 陳 述 に 出 席 し な い 旨

の 回 答 が あ っ た こ と か ら 実 施 し な か っ た 。 ま た ， 請 求 人 か ら 新

た な 証 拠 の 提 出 は な か っ た 。

(3) 請 求 の 要 旨

（「 柏 市 職 員 措 置 請 求 書 （ 補 正 ）」 の 原 文 の ま ま 記 載 。 た だ し ，

個 人 情 報 に か か る 部 分 は 非 公 表 と し た 。）

柏 市 長 に 対 す る 措 置 請 求 の 要 旨

１ 請 求 の 要 旨

「 秋 山 浩 保 柏 市 長 は ， 柏 市 立 柏 高 等 学 校 Ａ 元 教 諭 が 平 成 ２ ９ 年

７ 月 ５ 日 か ら 同 年 １ １ 月 ２ ２ 日 の 間 に 受 け た 出 張 命 令 及 び 職 務 専

念 義 務 免 除 承 認 は 理 由 が な い か ら ， 当 該 期 間 の 支 払 い 給 与 は 不 当

利 得 に な る の で 返 還 請 求 せ よ と 勧 告 す る こ と を 求 め ま す 」

１ ． 平 成 ２ ９ 年 ７ 月 ５ 日 出 発 か ら 同 年 同 月 ２ ８ 日 帰 着 の 出 張 命 令

９ 件 （ １ ５ 日 分 ）

不 当 の 理 由 ： ① 委 託 派 遣 依 頼 者 の 千 葉 県 バ レ ー ボ ー ル 協 会 は

い わ ゆ る 権 利 能 力 な き 社 団 で あ る が ， 市 立 柏 高 校 内 で 適 格 性 を

審 査 し た 記 録 が 存 在 し な い た め ， 委 嘱 派 遣 目 的 と 派 遣 と の 具 体
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的 な 関 連 性 が 明 ら か に さ れ て お ら ず 審 理 も 尽 く さ れ て い る と は

い え な い の で 公 益 上 の 必 要 性 が 明 ら か に な っ て い な い ② Ｂ 元 校

長 は 千 葉 県 バ レ ー ボ ー ル 協 会 の 副 会 長 で あ り 委 嘱 派 遣 依 頼 者 と

受 け 者 が 同 一 人 物 で あ り ， 一 般 常 識 に も 反 す る 不 自 然 な も の で

あ る ③ 発 行 日 平 成 ２ ９ 年 ６ 月 ２ ５ 日 （ 日 曜 日 ） 発 行 ， 同 月 ２ ８

日 （ 水 ） 高 校 受 付 ， ７ 月 ５ 日 （ 水 ） 県 立 柏 井 高 校 へ 出 張 と ， 中

４ 日 で 出 張 命 令 が で る の は 不 自 然 で あ る

損 害 ： 当 該 期 間 （ ７ 月 ５ 日 ， １ ２ 日 ， １ ３ 日 ， １ ４ 日 ， １ ８

日 ， １ ９ 日 ， ２ ０ 日 ， ２ １ 日 ， ２ ２ 日 ， ２ ３ 日 ， ２ ４ 日 ， ２ ５

日 ， ２ ６ 日 ， ２ ７ 日 ， ２ ８ 日 ） の 日 数 分 給 与 ・ 旅 費 ・ 手 当 ・ そ

の 他 出 張 で な け れ ば 支 払 わ れ な か っ た は ず の 時 間 外 勤 務 手 当 。

時 間 の 記 述 も あ る が ， そ も そ も Ｃ 議 員 の 一 般 質 問 に よ っ て 整 え

ら れ た 書 類 で あ る こ と ， 服 務 整 理 簿 は 随 時 記 入 修 正 が 可 能 で あ

る こ と ， 本 庁 の よ う に 電 磁 的 な 改 竄 不 能 な 勤 務 記 録 で は な い こ

と か ら 勤 務 時 間 が 明 ら か に な っ て い る と は 言 え な い の で ， 全 日

と す る べ き で あ る 。（ 茅 ヶ 崎 商 工 会 議 所 事 件 差 し 戻 し 高 裁 判

決 ）

２ ． 平 成 ２ ９ 年 ７ 月 ２ ８ 日 出 発 か ら 同 年 １ ０ 月 ３ 日 帰 着 の 出 張 命

令 １ ７ 件 （ ３ ２ 日 分 ）

不 当 の 理 由 ： ① 依 頼 者 は 千 葉 県 教 育 委 員 会 教 育 長 で あ る が ，

「 県 か ら 強 化 を 頼 ま れ た 」 か ら 出 張 を 認 め た （ 毎 日 新 聞 ） と い

う が ， そ れ 以 外 に 市 立 柏 高 校 内 で 審 査 し た 記 録 が 存 在 し な い た

め ， 依 頼 目 的 と 派 遣 と の 具 体 的 な 関 連 性 が 明 ら か に さ れ て お ら

ず 審 査 も 尽 く さ れ て い る と は い え な い の で 公 益 上 の 必 要 性 が 明

ら か に な っ て い な い ② 市 教 育 委 員 会 は 「 校 長 が 業 務 に 支 障 が な

い と 判 断 し た 」（ 毎 日 新 聞 ） と い う が ， 男 子 バ レ ー ボ ー ル 部 の

別 の 指 導 職 員 の 教 員 特 殊 業 務 実 績 は ７ 月 か ら １ １ 月 の 間 ， ６ 時

間 以 上 の 日 数 が 平 均 ８ 日 を 超 え て い る 。 ま た ， 通 常 時 よ り 増 加

し て い る こ と か ら ， 他 職 員 の 負 担 が 増 し て い る と い え ， 業 務 に

支 障 が な か っ た と は 言 え な い と 考 え ら れ る ③ ま た ， 市 教 育 委 員

会 は 「 県 代 表 監 督 と し て 経 験 を 積 め ば ， 優 秀 な 選 手 が 市 立 柏 高

に 集 ま る 可 能 性 が あ る 」（ 毎 日 新 聞 ） と も い う が ， 該 当 す る 文
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書 は 不 存 在 で 方 便 で し か な い

損 害 ： 当 該 期 間 の 日 数 分 給 与 ・ 旅 費 ・ 手 当 ・ そ の 他 出 張 で な

け れ ば 支 払 わ れ な か っ た は ず の 時 間 外 勤 務 手 当 。 時 間 の 記 述 も

あ る が ， そ も そ も Ｃ 議 員 の 一 般 質 問 に よ っ て 整 え ら れ た 書 類 で

あ る こ と ， 服 務 整 理 簿 は 随 時 記 入 修 正 が 可 能 で あ る こ と ， 本 庁

の よ う に 電 磁 的 な 改 竄 不 能 な 勤 務 記 録 で は な い こ と か ら 勤 務 時

間 が 明 ら か に な っ て い る と は 言 え な い の で ， 全 日 と す る べ き で

あ る 。（ 茅 ヶ 崎 商 工 会 議 所 事 件 差 し 戻 し 高 裁 判 決 ）

３ ． 平 成 ２ ９ 年 ８ 月 １ １ 日 付 ， 同 年 ９ 月 ２ ７ 日 付 の 職 務 専 念 義 務

免 除 承 認 ２ 件 （ ８ 日 分 ）

不 当 の 理 由 ： ２ ． と 同 様

損 害 ： ２ ． と 同 様

４ ． 平 成 ２ ９ 年 ９ 月 １ ２ 日 付 ， 同 年 １ １ 月 ２ １ 日 付 の 職 務 専 念 義

務 免 除 承 認 ２ 件 （ ２ 日 分 － ２ 時 限 分 ）

不 当 の 理 由 ： ２ ． と 同 様 。 加 え て 結 団 式 と 解 団 式 で あ り 監 督

指 導 と 関 係 が な い 。 ま た ９ 月 １ ４ 日 木 曜 日 ， １ １ 月 ２ ２ 日 は そ

れ ぞ れ ４ 時 限 分 と ３ 時 限 分 の 授 業 が あ っ た た め ， 勤 務 に 支 障 が

な か っ た と は 言 え な い 。

損 害 ： ２ ． と 同 様 。 た だ し １ １ 月 ２ ２ 日 は ９ 月 議 会 の 後 で も

あ る し ， 内 外 の 監 視 下 に あ っ て 敢 て 加 筆 修 正 す る こ と は な い で

あ ろ う か ら ， 勤 務 時 間 は 明 ら か と 思 わ れ る の で ， 全 日 と せ ず 午

前 の ２ 時 限 は 出 勤 と み な し て よ い 。

５ ． 柏 市 長 の 責 任 に つ い て

教 育 委 員 会 の 独 立 は い わ ゆ る 「 一 日 校 長 事 件 」 で 判 示 さ れ て

い る と こ ろ で あ る 。 一 方 「 著 し く 合 理 性 を 欠 き そ の た め こ れ に

予 算 執 行 の 適 正 確 保 の 見 地 か ら 看 過 し 得 な い 瑕 疵 の 存 す る 場

合 」 は 介 入 し 得 る も の と さ れ て い る 。

本 件 は 柏 市 議 会 に お い て ２ 度 一 般 質 問 が な さ れ て お り ， 新 聞 各

紙 も 取 り 上 げ て い る 。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 「 そ も ， 出 張

命 令 及 び 職 務 専 念 義 務 免 除 承 認 に 理 由 が あ っ た の か 」 を 市 長 自

ら 検 証 す る か 検 証 を 指 示 す る 機 会 が あ っ た に も か か わ ら ず 漫 然
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と 放 置 し た 責 任 は 重 い 。 さ ら に ， 本 事 案 は 柏 市 政 に お い て 前 代

未 聞 で あ る か ら ， 本 住 民 監 査 請 求 は 地 方 財 務 行 政 の 適 正 な 運 営

確 保 と い う 本 来 目 的 を 逸 脱 し て お ら ず ， 原 因 行 為 の 住 民 監 査 請

求 は 濫 用 に あ た ら な い 。

以 上

２ 請 求 者 （ 略 ）

右 （ 上 記 ） 地 方 自 治 法 第 ２ ４ ２ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り ， 別 紙 事 実

証 明 書 を 添 え 必 要 な 措 置 を 請 求 し ま す 。

平 成 ３ ０ 年 ６ 月 ２ ０ 日

柏 市 監 査 委 員 あ て

(4) 監 査 対 象 部 署

教 育 委 員 会 学 校 教 育 部 教 職 員 課 及 び 市 立 柏 高 校

(5) 関 係 職 員 の 調 査

平 成 ３ ０ 年 ６ 月 ２ ９ 日 か ら 同 年 ８ 月 ８ 日 ま で の 間 ， 市 立 柏 高

校 の 出 張 命 令 と 職 務 専 念 義 務 免 除 の 承 認 に 係 る 事 務 の 関 係 書 類

の 調 査 を 行 い ， 教 職 員 課 及 び 市 立 柏 高 校 の 職 員 に 対 し 聞 き 取 り

調 査 を 実 施 し た 。

(6) 関 係 職 員 の 陳 述

平 成 ３ ０ 年 ７ 月 ２ ７ 日 ， 関 係 職 員 か ら 本 件 請 求 に 係 る 事 実 関

係 の 説 明 を 受 け る と と も に ， 意 見 を 聴 取 し た 。

(7) 関 係 人 調 査

千 葉 県 教 育 庁 及 び 千 葉 県 バ レ ー ボ ー ル 協 会 に 対 し ， 地 方 自 治

法 第 １ ９ ９ 条 第 ８ 項 に 基 づ く 書 面 に よ る 調 査 を 行 っ た 。

３ 監 査 の 結 果

(1) 請 求 に 係 る 事 実 の 確 認
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ア 出 張 命 令 に つ い て

出 張 と は ， 柏 市 職 員 旅 費 支 給 条 例 第 ２ 条 に よ り ， 職 員 が 公

務 の た め 一 時 在 勤 公 署 を 離 れ て 旅 行 す る こ と を い う 。

出 張 命 令 は ， 同 条 例 第 ４ 条 ， 柏 市 立 高 等 学 校 管 理 規 則 第 ５

５ 条 及 び 柏 市 立 高 等 学 校 職 員 服 務 規 程 第 ８ 条 に よ り ， 校 長 が

命 じ ， 教 員 は 出 張 を 命 じ ら れ た と き は ， 出 張 命 令 簿 に そ の 命

令 を 受 領 し た 旨 の 確 認 印 を 押 さ な け れ ば な ら ず ， か つ ， 出 張

か ら 帰 校 し た と き は 復 命 し な け れ ば な ら な い 。

本 監 査 の 対 象 と な る 出 張 命 令 簿 か ら ， 校 長 に よ る 命 令 で あ

る こ と ， 校 長 に 復 命 が な さ れ て い る こ と ， そ の 他 必 要 事 項 が

記 載 さ れ て い る こ と を 確 認 し た 。

イ 職 務 専 念 義 務 の 免 除 に つ い て

地 方 公 務 員 法 第 ３ ５ 条 に 定 め る ，「 職 務 に 専 念 す る 義 務 」

の 特 例 で あ り ， 柏 市 職 員 の 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 特 例 に 関 す

る 条 例 第 ２ 条 ， 同 規 則 第 ２ 条 に 基 づ き ， 任 命 権 者 の 承 認 を 得

た 場 合 に 認 め ら れ る 。

柏 市 立 高 等 学 校 管 理 規 則 第 ５ ４ 条 の ２ 及 び 柏 市 立 高 等 学 校

職 員 服 務 規 程 第 １ ５ 条 に よ り ， 職 務 専 念 義 務 免 除 承 認 申 請 書

を 校 長 に 提 出 し ， そ の 承 認 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

本 監 査 の 対 象 と な る 職 務 専 念 義 務 免 除 承 認 願 か ら ， 校 長 の

承 認 を 受 け て い る こ と を 確 認 し た 。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エ 千 葉 県 バ レ ー ボ ー ル 協 会 の 役 割 に つ い て

第 ７ ２ 回 国 民 体 育 大 会 実 施 要 領 の 総 則 に，「 選 手 及 び 監 督

は ， 所 属 都 道 府 県 の 当 該 競 技 団 体 会 長 （ 代 表 者 ） と 体 育 （ ス

ポ ー ツ ） 協 会 会 長 （ 代 表 者 ） が 代 表 と し て 認 め ， 選 抜 し た も

の で あ る こ と 。」 と 規 定 さ れ て い る こ と か ら ， 千 葉 県 バ レ ー

ボ ー ル 協 会 は ， 同 大 会 の 千 葉 県 選 手 団 バ レ ー ボ ー ル 競 技 の 監
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督 の 選 考 に 関 わ っ て い る こ と を 確 認 し た 。

(2) 関 係 職 員 の 説 明

教 育 委 員 会 学 校 教 育 部 の 陳 述 及 び 聴 取 し た 説 明 等 の 要 旨 は 下

記 の と お り で あ る 。

ア 平 成 ２ ９ 年 ７ 月 ５ 日 出 発 か ら 同 年 同 月 ２ ８ 日 帰 着 の 出 張 命

令 ９ 件 （ １ ５ 日 分 ）

不 当 の 理 由 ① に つ い て ， 同 大 会 千 葉 県 選 手 団 バ レ ー ボ ー ル

競 技 の 選 手 ・ 監 督 は ， 千 葉 県 バ レ ー ボ ー ル 協 会 ・ 千 葉 県 高 校

体 育 連 盟 バ レ ー ボ ー ル 専 門 部 で 選 考 さ れ ６ 月 頃 に 依 頼 文 が 発

送 さ れ る 。 そ の 後 競 技 力 向 上 委 員 会 で 確 定 し ， 千 葉 県 か ら ７

月 頃 に 依 頼 文 が 発 送 さ れ る 。

市 立 高 校 と い え ど ， 部 活 動 に お い て は 県 の 各 種 大 会 に 参 加

す る 立 場 で あ る 。 Ａ 元 教 諭 が 県 の 依 頼 で 出 張 す る こ と に つ い

て も ， 公 益 上 の 必 要 性 が あ っ た と 考 え て い る 。

不 当 の 理 由 ② に つ い て ， Ｂ 元 校 長 がＡ 元 教 諭 の 監 督 選 出 を

推 薦 し た も の で は な い の で ， 不 自 然 な 点 は な い 。

不 当 の 理 由 ③ に つ い て ， 千 葉 県 か ら の 文 書 が 直 前 に 届 く こ

と は よ く あ る こ と で ， 中 ４ 日 で 対 応 す る こ と は 特 に 不 自 然 な

も の で は な い 。

損 害 に つ い て ， 出 張 命 令 の 手 続 き は 規 則 等 に 基 づ い て お り ，

旅 費 は 全 て 主 催 者 が 負 担 す る た め 支 出 し て い な い 。 よ っ て 給

与 ， 旅 費 の 支 出 は 適 正 で あ る 。

イ 平 成 ２ ９ 年 ７ 月 ２ ８ 日 出 発 か ら 同 年 １ ０ 月 ３ 日 帰 着 の 出 張

命 令 １ ７ 件 （ ３ ２ 日 分 ）

不 当 の 理 由 ① に つ い て ， 部 活 動 関 係 の 出 張 ， 職 務 専 念 義 務

免 除 に つ い て は ， 県 か ら の 依 頼 が あ れ ば ， そ の 依 頼 に つ い て

は 協 力 し て い く 意 向 で あ る 。 本 校 は ， ス ポ ー ツ 科 学 科 が 設 置

さ れ ， 部 活 動 が 大 変 盛 ん な 学 校 で あ る 。 そ し て 本 校 は 柏 市 の

高 校 で あ る が ， 各 種 大 会 に つ い て は ， 柏 市 の み で 完 結 し て い

る わ け で は な く ， 県 内 の 高 校 の 一 つ と し て 各 種 大 会 に 生 徒 が

参 加 し ， 職 員 は そ の 運 営 に 携 わ っ て い る 。 地 区 及 び 県 の 大 会

は ， 更 に 関 東 大 会 ， 全 国 大 会 へ と つ な が っ て い る 。 本 校 が 部
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活 動 に お い て 活 躍 す る 条 件 と し て ， 専 門 性 の 高 い 顧 問 （ 指 導

者 ） の 確 保 が 欠 か せ な い が ， そ の 指 導 者 は ， 県 か ら 割 愛 （ 他

の 自 治 体 等 へ 籍 を 移 す こ と ） で 本 校 に 異 動 し て き て お り ， 彼

ら は ， 県 の 常 任 理 事 等 と し て 大 会 の 運 営 等 に 携 わ る 役 員 と な

っ て い る 。 そ の た め ， 県 か ら の 依 頼 に は 基 本 的 に 応 じ る 必 要

性 が あ る と 考 え て い る 。

不 当 の 理 由 ② に つ い て ， Ａ 元教 諭 は 男 子 バ レ ー 部 の 顧 問 と

な っ た が ， 主 に 活 動 を み る 主 顧 問 を サ ポ ー ト す る 補 助 的 立 場

で あ っ た た め ， バ レ ー 部 顧 問 と し て の 業 務 に 支 障 が な い と し

た 校 長 の 判 断 は 妥 当 で あ る と 考 え る 。

不 当 の 理 由 ③ に つ い て ， Ａ 元 教 諭 は 市 立 柏 高 校 か ら 退 職 し

た た め ， 調 査 ・ 検 証 は し て い な い が ， 他 の 部 活 の 実 例 や 一 般

論 で い え ば ， 優 秀 な 顧 問 の も と で よ り 高 い 目 標 を 達 成 す る こ

と を 希 望 し て 学 校 を 選 択 す る 生 徒 が 少 な く な い こ と は 確 か で

あ る と 考 え る 。

損 害 に つ い て ， 出 張 命 令 の 手 続 き は 規 則 等 に 基 づ い て お り ，

旅 費 は 全 て 主 催 者 が 負 担 す る た め 支 出 し て い な い 。よ っ て 旅

費 の 支 給 は 適 正 で あ る 。 給 与 に つ い て ， ８ 月 は 学 校 出 勤 が な

い た め ， ９ 月 に 給 与 等 を 支 給 す る 際 に ８ 月 分 の 通 勤 手 当 を 支

給 し て お ら ず ， 適 正 で あ る 。

ウ 平 成 ２ ９ 年 ８ 月 １ １ 日 付 ， 同 年 ９ 月 ２ ７ 日 付 の 職 務 専 念 義

務 免 除 承 認 ２ 件 （ ８ 日 分 ）

不 当 の 理 由 に つ い て ， 承 認 権 者 で あ る Ｂ元 校 長 の 判 断 で 承

認 し て お り ， 適 切 で あ る 。

損 害 に つ い て ， 職 務 専 念 義 務 免 除 の 承 認 を 受 け て い る の で ，

給 与 支 給 は 適 正 で あ る 。

エ 平 成 ２ ９ 年 ９ 月 １ ２ 日 付 ， 同 年 １ １ 月 ２ １ 日 付 の 職 務 専 念

義 務 免 除 承 認 ２ 件 （ ２ 日 分 － ２ 時 限 分 ）

不 当 の 理 由 に つ い て ， 監 督 と し て 同 大 会 千 葉 県 選 手 団 の 結

団 式 ・ 解 団 式 に 出 席 す る た め に 職 務 専 念 義 務 の 免 除 を 認 め た

校 長 の 判 断 は 妥 当 で あ っ た と 考 え る 。 様 々 な 事 情 で 授 業 を 自

習 に し な け れ ば い け な い 場 合 に 備 え ， 教 育 活 動 に 支 障 が 出 な
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い よ う 互 い に 補 い 合 う こ と の で き る シ ス テ ム が 学 校 で は 構 築

さ れ て い る 。

損 害 に つ い て ， 職 務 専 念 義 務 免 除 の 承 認 を 受 け て い る の で ，

給 与 支 給 は 適 正 で あ る 。

オ 柏 市 長 の 責 任 に つ い て

教 育 委 員 会 学 校 教 育 部 と し て ， 市 長 の 責 任 に つ い て 発 言 す

る 立 場 に な い 。

(3) 判 断

本 件 請 求 で 主 要 な 論 点 と な る の は ， 公 益 性 を ど の よ う に 考

え る か と い う こ と で あ る 。 本 市 ， 千 葉 県 ， 千 葉 県 バ レ ー ボ ー ル

協 会 ， 千 葉 県 立 柏 井 高 等 学 校 な ど ， そ れ ぞ れ の 立 場 に よ っ て 公

益 性 の 捉 え 方 が 違 っ て く る 部 分 は あ る が ， 本 市 に と っ て 公 益 性

が あ っ た か ど う か が 問 題 の 本 質 と い え る 。

関 係 職 員 の 主 張 に よ れ ば ， そ の 公 益 性 は 市 立 柏 高 等 学 校 に

国 体 監 督 を 務 め る 優 れ た 指 導 者 が 在 籍 し ， そ の 指 導 を 受 け ら れ

る こ と で ， 部 活 動 の レ ベ ル が 向 上 し ， そ の 活 躍 に よ り 市 立 柏 高

等 学 校 の 知 名 度 や 魅 力 が 上 が り ， 入 学 希 望 者 の 増 加 な ど の 期 待

が 持 て る こ と に あ る ， と の こ と で あ っ た 。

こ れ は 一 般 論 と し て 十 分 理 解 で き る 主 張 で あ り ， 本 市 を 含

め ， 数 は 少 な い が 千 葉 県 下 で 市 立 高 等 学 校 を 抱 え る 地 方 公 共 団

体 に お い て は ， そ の 特 色 を 出 す た め の 努 力 が 各 方 面 で な さ れ て

い る 。 市 立 柏 高 等 学 校 に つ い て も 同 様 で あ り ， 優 秀 な 教 員 を 招

へ い す る こ と に よ り 入 学 希 望 者 増 加 等 を 期 待 す る こ と に は 十 分

に 理 由 が あ る と 考 え る 。

請 求 人 は 「 該 当 す る 文 書 は 不 存 在 で 方 便 で し か な い 」 と 主

張 し ， 関 係 職 員 も 該 当 す る 文 書 が 存 在 し な い こ と は 認 め る が ，

こ の こ と だ け を も っ て ， 関 係 職 員 の 主 張 を 全 て 否 定 す る こ と は

で き ず ， よ っ て 請 求 人 の 主 張 は 認 め ら れ な い 。

Ａ 元 教 諭 に は ， 本 来 で あ れ ば 国 体 監 督 と し て で は な く ， 市 立

柏 高 等 学 校 の 教 育 活 動 に 優 秀 な 能 力 を 注 ぐ こ と が 期 待 さ れ る べ

き で あ ろ う 。 し か し ， 本 市 単 独 で 市 立 柏 高 等 学 校 の 教 職 員 を 採

用 ， 育 成 す る こ と が 困 難 な こ と か ら ， 千 葉 県 教 育 委 員 会 の 人 事
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配 置 を 考 慮 し な が ら 市 立 柏 高 等 学 校 に 優 秀 な 教 職 員 を 確 保 し て

い る 現 実 が あ る の で ， 公 益 性 の 解 釈 を 巡 っ て 本 件 請 求 人 が 抱 く

よ う な 疑 念 を 本 市 市 民 が 持 つ こ と が な い よ う 努 め る べ き で あ る 。

そ の た め に は ， 本 市 教 育 委 員 会 が 市 立 柏 高 等 学 校 の 将 来 像 に

つ い て 明 確 な ビ ジ ョ ン を 打 ち 出 し ， 市 民 に 対 し て 明 確 な 説 明 が

で き る よ う に す る こ と が 必 要 で あ る と 考 え る 。 加 え て ， 市 立 柏

高 等 学 校 の 管 理 職 を 中 心 と す る 教 職 員 に は ， 同 校 在 職 中 は 本 市

が 給 与 を 負 担 を し て い る こ と を 肝 に 銘 じ ， 学 校 教 育 指 導 方 針 に

掲 げ ら れ て い る 崇 高 な 理 念 の 実 現 に 向 け て ， 同 校 の 教 育 活 動 向

上 に 一 丸 と な っ て 取 り 組 む よ う 強 く 求 め た い 。

こ の 他 ， 請 求 人 は ， 千 葉 県 バ レ ー ボ ー ル 協 会 か ら 委 嘱 派 遣

依 頼 を 受 け る 公 益 上 の 必 要 性 が 明 ら か で は な い こ と ， 市 立 柏 高

等 学 校 の 校 長 が 副 会 長 を 務 め る 千 葉 県 バ レ ー ボ ー ル 協 会 か ら 依

頼 を 受 け る こ と は 不 自 然 で あ る こ と ， 出 張 命 令 に 要 す る 期 間 が

短 く 不 自 然 で あ る こ と ， 千 葉 県 か ら の 依 頼 を 受 け る 公 益 上 の 必

要 性 が 明 ら か で は な い こ と ， 通 常 業 務 へ の 支 障 が な か っ た と は

言 え な い こ と ， 結 団 式 と 解 団 式 は 監 督 指 導 と は 関 係 な い こ と な

ど を 主 張 す る が ， い ず れ も 違 法 性 ・ 不 当 性 を 立 証 す る に は 根 拠

が 乏 し い と い わ ざ る を 得 な い 。

こ れ ら の こ と か ら ， 総 合 的 に 判 断 す れ ば 公 益 性 は あ っ た も の

と 解 さ れ る 。

ま た ， 出 張 命 令 や 職 務 専 念 義 務 免 除 の 承 認 手 続 き な ど の 事 務

手 続 き は 条 例 等 に 規 定 さ れ た 要 件 を 具 備 し て お り ， 違 法 ・ 不 当

な 行 為 と は い え な い 。 よ っ て ， こ れ ら 原 因 行 為 に 基 づ い て 執 行

さ れ た 財 務 会 計 行 為 （ 給 与 等 の 支 給 ） に ， 違 法 性 若 し く は 不 当

性 は な か っ た も の と 結 論 づ け る 。

以 上 の こ と か ら ， 本 件 住 民 監 査 請 求 に は 理 由 が な い の で ， こ

れ を 棄 却 す る 。
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